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議
員　

院
内
助
産
シ
ス
テ
ム
※
の
推
進

や
産
婦
人
科
医
師
の
集
約
化
、
救
急
科

医
師
お
よ
び
臨
床
研
修
医
の
育
成
と
適

正
な
配
置
を
提
案
す
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

医
師
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

広
域
的
に
分
娩
（
ぶ
ん
べ
ん
）
を
取
り

扱
う
体
制
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
救
急
医
を
含
め
た
不
足
診
療
科

医
師
の
養
成
に
努
め
、
県
内
各
地
で
勤

務
し
て
も
ら
え
る
よ
う
調
整
を
進
め
て

い
る
。
臨
床
研
修
医
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
の
臨
床
研
修
病
院
で
受
け
入
れ
る

た
め
の
方
策
を
病
院
と
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

ど
れ
く
ら
い
の
生
徒
や
保
護
者

が
高
校
で
の
給
食
を
望
ん
で
い
る
の
か
、

ニ
ー
ズ
の
調
査
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
と

考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

高
校
と
い
う
発
達
段
階
を
考

え
た
と
き
に
、
親
が
作
っ
た
弁
当
な
ど

に
対
す
る
生
徒
の
思
い
や
保
護
者
の
思

い
を
踏
ま
え
、
昼
食
提
供
は
慎
重
に
対

応
す
べ
き
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
の
調
査
に

つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
が
あ
る
の

で
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
地

球
温
暖
化
対

策
、
県
西
地

域
に
お
け
る

国
道
五
〇
号

の
整
備
な
ど

も
質
問
）

議
員　

わ
が
国
の
原
子
力
行
政
を
担
う

本
県
の
知
事
と
し
て
、
そ
の
責
任
は
大

変
大
き
く
、
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
期
待
も
十
分
感
じ
て
い
る
と
考
え
る

が
、
所
感
は
。

知
事　

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
を
県

民
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
事
業
者
に
必

要
な
対
策
を
求
め
、
県
民
の
安
全
、
安

心
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
県
の
役
割
と
認

識
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
原
子
力
行
政

の
一
端
を
担
っ
て
い
る
自
覚
と
責
任
を

胸
に
、
今
後
も
県
民
の
安
全
、
安
心
を

最
優
先
に
原
子
力
行
政
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

東
海
村
周
辺
に
は
原
子
力
最
先

端
技
術
が
集
積
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
、
こ
の
地
に
産
学
官
連
携
に
よ

る
量
子
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
を

作
る
べ
き
で
あ
る
が
、
所
感
は
。

知
事　

同
地
域
が
、
量
子
科
学
の
一
大

集
積
地
で
あ
る
こ
と
を
最
大
限
に
生
か

し
、
私
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
、
新
た
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
※
を
立

ち
上
げ
、
量
子
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

拠
点
の
形
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、

核
燃
料
等
取

扱
税
お
よ
び

電
源
三
法
交

付
金
な
ど
の

在
り
方
な
ど

も
質
問
）

議
員　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
県
内

延
伸
は
、
茨
城
の
将
来
の
発
展
の
た
め

に
欠
か
せ
な
い
。
な
る
べ
く
早
く
、
具

体
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
、
所
見

は
。

知
事　

県
内
延
伸
の
実
現
は
、
今
後
の

県
勢
発
展
を
考
え
る
上
で
、
挑
戦
す
べ

き
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
ル
ー
ト
や

財
源
な
ど
幅
広
く
検
討
を
行
い
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
模
索
し
て
い
く
。
決
し

て
簡
単
で
は
な
い
が
、
今
ま
で
の
考
え

方
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
諦
め
ず

に
精
一
杯
挑
戦
し
て
い
く
。

議
員　

無
電
柱
化
は
防
災
の
強
化
に
つ

な
が
る
。
県
は
無
電
柱
化
推
進
の
計
画

を
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

土
木
部
長　

電
線
類
の
地
中
化
は
、
県

内
の
約
百
九
十
キ
ロ
で
完
了
し
て
い
る
。

国
の
推
進
計
画
を
踏
ま
え
、
速
や
か
に

県
の
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。
さ
ら
に

県
管
理
の
緊
急
輸
送
道
路
で
の
電
柱
の

新
設
を
禁
止
す
る
手
続
き
を
進
め
て
い

る
。
引
き
続
き
、
国
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
無
電
柱
化

を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
霞
ヶ

浦
二
橋
の
整
備
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
※

の
取
り
組
み
な
ど

も
質
問
）

ことば ※【コンソーシアム】…複数の団体や企業が集まり結成され、共同事業などを行う組織。
※【STEM教育】…Science（科学）、Technology（技術)、Engineering（工業）、Mathematics（数学）の分野に重点を置いた教育。
※【院内助産システム】…病院や診療所において、妊婦の健康診査、分娩介助、保健指導を助産師が中心となって担当する仕組み。分娩の際の異常発生時には医師が介入する。

　

議
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
一
括
方
式　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し
て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁
を
求
め
る
方
式
。

○
分
割
方
式　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問
し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め
る
方
式
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

わ
が
国
の
原
子
力
行
政
を
担
う

本
県
の
知
事
と
し
て
の
責
任

産
学
官
連
携
に
よ
る
量
子
科
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
の
形
成

茨
城
県
北
芸
術
祭
を
契
機
と
し
た

県
北
地
域
の
振
興

県
立
高
校
に
お
け
る
給
食
の
実
施

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
県
内
延
伸

◆
総
務
企
画
委
員
会

○
平
成
三
十
年
度
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
等
助
成
に
関
す
る
請
願

◆
農
林
水
産
委
員
会

○
豚
流
行
性
下
痢（
Ｐ
Ｅ
Ｄ
）に
関
す
る
請
願

採
択
さ
れ
た
請
願
　（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

○
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
全
員
の
即
時
帰
国
の
実
現
に
向
け
た
国
の
行
動
を
促
す
意
見
書

○
私
学
助
成
の
拡
充
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書

○「
森
林
環
境
税（
仮
称
）」の
創
設
に
関
す
る
意
見
書

○
豚
流
行
性
下
痢（
Ｐ
Ｅ
Ｄ
）の
対
策
に
関
す
る
意
見
書

○
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
制
度
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

○
二
〇
二
五
年
国
際
博
覧
会
の
誘
致
に
関
す
る
決
議

可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

一般質問（要旨）

下路  健次郎 議員
いばらき自民党
那 珂 郡 選 出  
（一括方式）

設楽  詠美子 議員
民 　 進 　 党
筑 西 市 選 出  
（分割方式）

島田　幸三 議員
いばらき自民党
小 美 玉 市 選 出
（一括方式）

西野　　一 議員
いばらき自民党
常陸太田市選出
（分割方式）

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案 

 

議
員
提
出

◆
意
見
書
・
決
議

○
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
全
員
の
即

時
帰
国
の
実
現
に
向
け
た
国
の
行
動
を

促
す
意
見
書

　

ほ
か
五
件

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
森
林
湖
沼
環
境
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
茨
城
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
地
域
医
療
医
師
修
学
資
金
貸
与

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ほ
か
五
件

◆
人
事

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

ほ
か
三
件

◆
認
定

○
平
成
二
十
八
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

ほ
か
一
件

◆
そ
の
他

○
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て

○
県
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
　

ほ
か
十
一
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ
い
て

　

ほ
か
一
件

議
員　

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

本
県
も
積
極
的
に
国
家
戦
略
特
区
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
き
で
あ
る
。
特
区
の

提
案
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

展
開
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

区
域
指
定
さ
れ
れ
ば
、
新
し
い

産
業
の
発
展
や
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

う
人
財
の
育
成
が
図
ら
れ
、
人
口
減
少

社
会
に
お
い
て
も
、
本
県
が
日
本
の
み

な
ら
ず
、
世
界
の
モ
デ
ル
と
な
る
態
勢

が
整
備
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

区
域
指
定
を
勝
ち
取
る
ま
で
、
何
度
で

も
提
案
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

前
回
の
県
北
芸
術
祭
の
課
題
も

踏
ま
え
、
県
北
地
域
の
振
興
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
望
む
が
、
ア
ー
ト
を
活

用
し
た
地
域
振
興
に
対
す
る
所
見
は
。

知
事　

芸
術
祭
が
継
続
的
な
町
お
こ
し

に
つ
な
が
る
よ
う
な
工
夫
を
行
う
と
と

も
に
、
地
元
主
体
の
地
域
づ
く
り
の
動

き
を
積
極
的
に
支
援
し
、
地
域
振
興
を

図
る
。
ア
ー
ト
の
活
用
も
含
め
、
地
元

市
町
な
ど
と
連
携
し
、
県
北
振
興
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、（
仮

称
）
真
弓
ト
ン

ネ
ル
整
備
、
県

立
太
田
第
二
高

校
と
佐
竹
高
校

と
の
統
合
な
ど

も
質
問
）

医
師
の
不
足
と
偏
在
へ
の
対
応

国
家
戦
略
特
区
を
活
用
し
た

地
方
創
生

無
電
柱
化
の
取
り
組
み

Jー PARC俯瞰写真
（Jー PARC提供）つくばエクスプレスの県内延伸を

県立大子清流高校における
昼食配膳の様子

国家戦略特区での活用を目指す物流用
大型ドローン（五光物流（株）提供）

　平成２９年第４回定例会は、以下の会期日程
で開催されました。

■12月１日（金）

■12月６日（水）
　　　 ７日（木）
　　　 ８日（金）
■12月12日（火）
■12月14日（木）

■12月15日（金）
■12月18日（月）
■12月19日（火）
■12月20日（水）

■12月21日（木）

　本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

 　本　　会　　議
（一般質問・質疑）

 常 任 委 員 会
　本　　会　　議
（予算関係議案常任委員長報告等）
  環境保全対策調査特別委員会
 決算特別委員会
 予算特別委員会
 国体・障害者スポーツ大会
 推進調査特別委員会
　本　　会　　議
（委員長報告、採決、閉会）

}

第４回定例会の主な日程


